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〈編者プロフィール〉

蘭信三（あららぎ・しんぞう）

大和大学教授・上智大学名誉教授。一九五四年生まれ。専門は歴史社

会学、戦争社会学、国際社会学。

松田利彦（まつだ・としひこ）

国際日本文化研究センター教授、総合研究大学院大学教授。一九六四

年生まれ。専門は近現代の日朝・日韓関係史研究。

李洪章（り・ほんぢゃん）

神戸学院大学現代社会学部准教授。一九八二年生まれ。専門は社会学、

エスニシティ・ナショナリティ研究。

帝国のはざまを

ふたつの中国、ふたつの朝鮮、

そして帝国と戦後国家というふたつの日本。

あるいは満洲、対馬、沖縄という境界領域。

故郷とは、世代とは、国境とは何なのか。

いまなお「終わらない戦後」を生きる東アジアの現状。

生
き
る

交錯する国境、人の移動、
アイデンティティ

原佑介（はら・ゆうすけ）

金沢大学人間社会研究域准教授。一九八〇年生まれ。専門は日本近代

文学、ポストコロニアル研究。

坂部晶子（さかべ・しょうこ）

名古屋大学人文学研究科准教授。一九七〇年生まれ。専門は社会学、

中国地域研究。

八尾祥平（やお・しょうへい）

日本学術振興会特別研究員 PD（東京大学）。一九七七年生まれ。専門

は社会学、移民（華僑華人）研究。

無理解や相互の齟齬は、人々のレベ
ルだけでなく、国家としても同様で
あった。一九九〇年代の冷戦体制崩
壊後の東アジアにおける「大東亜戦
争」に関わる戦争責任や、「大日本帝
国」の植民地責任をめぐる「歴史の
再審」問題が多数問われながらも、
日本という国家も社会も、その課題
に適切に向き合うチャンスを生かし
てこなかったのだ。
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